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	いつもLLT介護サービスセンターの活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
	今回は、訪問介護・障害福祉サービスにおいて大切な​ 「合理的配慮」 をテーマとした研修です。 
	合理的配慮とは、特別なことをするという意味ではなく、​ ご利用者様一人ひとりの状況や気持ちに合わせて、少しやり方を工夫することです。 
	日々の支援の中で、​ 「この対応でよかったのかな」​ 「もっと別の方法があったかもしれない」​ と感じたことはないでしょうか。 
	今回の研修では、身近な具体例を通して、​ 現場ですぐに意識できる合理的配慮について一緒に考えていきます。 
	合理的配慮　研修資料 
	合理的配慮ってなに？　　　　 
	■ かんたんに言うと 
	■ どうして必要？ 
	■ 覚えておくポイント 
	　 

	訪問介護での具体例 
	　耳が遠い利用者さん 
	　動作がゆっくりな利用者さん 
	　認知症のある方 
	　体に痛みがある方 

	障害福祉サービスでの具体例 
	　強い音が苦手なご利用者様 
	　言葉で伝えるのが苦手 
	　予定の変化が苦手 
	■ これは配慮？それとも特別あつかい？ 
	■ まとめ 


